所定様式２
事業運営に関する提案内容

（1） 特別養護老人ホーム（老人短期入所施設を含む）
	1 運営方針・理念




 (
書き切れない場合は、枠を広げるか、別紙に説明すること。
※別紙で説明する場合は、その旨記載すること
)








	2 サービス内容
ア　全般






イ　認知症高齢者に対するケア





ウ　身体拘束






エ　医療対応・看取り





	3 利用者
ア　利用者保護（権利擁護、苦情解決、透明性）
ⅰ　選択の支援、権利擁護






ⅱ　苦情解決の仕組み





ⅲ　事業の透明性の確保





イ　利用者の費用負担
 (
・居住費（滞在費）、食費、日常生活費について算定し、積算根拠
を示すこと
)





	4 衛生管理










	5 事故防止









	6 災害対策

ア　想定される最大浸水深
	緊急避難建物
	荒川
	利根川
	江戸川
	中川
	綾瀬川
	芝川・
新芝川
	[bookmark: _GoBack]内水
	高潮

	施設名
	標高
（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）
	最大浸水深（ｍ）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





イ　地震に関する地域危険度
	町丁名
	地盤
分類
	建物倒壊危険度
	火災危険度
	災害時活動困難度
	総合危険度

	
	
	危険量
(棟/ha)
	順位
	ランク
	危険量
(棟/ha)
	順位
	ランク
	危険量
(棟/ha)
	順位
	ランク
	危険量
(棟/ha)
	順位
	ランク

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





ウ　安全確保や避難に係る対策（設計上の工夫、設備、避難方法等）

















	7 職員
ア　職員配置








 (
以下の項目を必ず盛り込むこと。
資質、経験、保有資格
経験者と未経験者の比率
常勤と非常勤の割合
職員の給与（例示すること）
)イ　管理者







ウ　職員








エ　職員のスキルアップについて








オ　職場環境について




















	8 協力医療機関について





















	9 防災拠点型地域交流スペースの活用


























所定様式３
地域及び家族との連携に対する考え方

	1　地域における施設の役割についての基本的考え方








２　他の地域福祉サービスとの連携（他施設・事業所との連携など）







３　家族との連携についての基本的な考え方







４　地元住民との連携・共同












[記入上の注意]
以下の要点を踏まえて文章にまとめること・
１　地元の区市町村、保健所等との連携についての基本的考え方
２　周辺地域における他施設・事業所等の状況（特養・老健・地域包括支援センターなど）
